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沖
社
長
も
そ
の
こ
と
に
賛
同
し
て
い
た

だ
き
、
気
持
ち
よ
く
彼
を
送
り
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、「
き
ず
な
」と
い
う
名

称
を
引
き
続
き
使
用
し
、
宇
和
島
信
用

金
庫
か
ら
「
新
生
き
ず
な
」
を
発
刊
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、「
き

ず
な
」
は
エ
フ
ォ
ー
ト
様
が
今
後
も
使

用
さ
れ
る
と
い
う
事
で
し
た
の
で
、
新

し
い
情
報
誌
の
名
前
は
、
宇
和
島
信
用

金
庫
職
員
の
応
募
に
よ
り「
つ
な
ぐ
」と

い
う
名
前
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
つ
な
ぐ
」に
は
、『
人
を
つ
な
ぐ
』『
縁

を
つ
な
ぐ
』
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、

ま
さ
に「
情
報
誌
き
ず
な
」を「
つ
な
ぐ
」

情
報
誌
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
つ
な
ぐ
」
の
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
に
は
、

「
情
報
誌
き
ず
な
」に
も
寄
稿
さ
れ
て
い

ま
し
た
神
應 

幸
男  

南
予
文
化
会
館
々

長
、
小
野
さ
と
み
様
、
渡
辺
文
子
様
、

矢
間
大
蔵
様
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
昨
年
は
創
立
九
五
周
年
と
い
う
事

も
あ
り
、
あ
わ
た
だ
し
く
一
年
が
過
ぎ

た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
今
年
は

気
持
ち
を
新
た
に
し
、
来
る
百
周
年
に

む
け
て
歩
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
顧
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
お
よ
そ
９
年
間
４
０
号
続
い

た
「
情
報
誌
き
ず
な
」
が
昨
年
廃
刊
と

な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
愛
読
者
で
あ

り
、
宇
和
島
信
用
金
庫
と
し
て
も
広
告

等
で
応
援
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
非
常
に
寂
し
い
気
持
ち
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
発
行
元
の
株
式
会

社
エ
フ
ォ
ー
ト
の
沖
社
長
と
お
会
い
し
、

「
情
報
誌
き
ず
な
」を
ず
っ
と
一
人
で
編

集
し
て
き
た
川
尻
さ
ん
を
私
ど
も
で
採

用
し
、
で
き
れ
ば「
情
報
誌
き
ず
な
」を

存
続
し
た
い
旨
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

毎
号
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
話
題
を
ご

提
供
出
来
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
表
紙
に
は
宇
和
島
出
身
の
絵

本
作
家
「
あ
り
ま
三
な
こ
」
様
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
下

さ
り
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
南
予
地
域
を
題
材

に
い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
歴
史
を
取
り
上

げ
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

「
つ
な
ぐ
」を
応
援
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

ごあいさつ　宇和島信用金庫　理事長　村尾　明弘
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表紙 /「つながりのまち宇和島　-2018-」
作 / ありま三なこ

プロフィール
1987 年生まれ、愛媛県宇和島市出身。子供の頃から絵を描く
ことが好きで、大学の卒業制作でしかけ絵本を作り、それから
絵本に興味を持つ。2016 年第 8回 be 絵本大賞受賞、絵本作家
デビューを果たす。現在は個展やイベントへの出品等で活動中。
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発　行 /宇和島信用金庫
本誌掲載内容の無断転載を禁じます。
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17 ツナグ昭和館 ―  宇和島の「おまち」探索  ―　　田部　司

創業 100 年の老舗食堂　むらさめ

「つなぐ」創刊によせて
本田 耕一／吉田 淳治／渡辺 文子／荻原 実紀

血圧を測りましょう。　沖内科クリニック　副院長　沖　良隆

特集　地域文化のよりどころ

　神社をめぐる

創刊記念特別企画　新春対談　
宇和島市長　岡原文彰氏／うわしん理事長 村尾 明弘

巻頭エッセイ　「戌 年 雑 感」　宇神 幸男

15 撮 り 歩 き な ん よ アマチュアカメラマン北濱一男が撮りためた南予の風景
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この度は「つなぐ」創刊おめでとうございます。

そして、このような大役を務めさせていただけることを大変嬉しく思っています。

海と山が広がる宇和島は私の大好きなふるさとです。

港近くで魚をくわえながら逃げる猫を見たことも、遠足で鬼ヶ城まで登ったことも、

和霊神社の隅でこっそり文化祭の練習をしたことも、かけがえのない思い出です。

そしてなにより、宇和島の人たちは本当に心が温かい。

お店にいかなくても多くのものが手に入る今の時代。

でも、モノは心を埋めることはできないし、豊かな心はお金では買えません。

離れた今、よりいっそう感じます。

宇和島は、都会のような便利さはないけれど、その分人のつながりがたくさんあります。

キラキラした笑顔がそこらじゅうに溢れています。

とある人に言われました。

「行き詰まったらまた帰っておいで。元気をたくさんもらって、それからまた進めばいい」と。

本当にその通りで、みなさんからのご声援が、私の活力になっています。

私を育ててくれた、心温かい宇和島の魅力を絵で表現できたらと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ありま三なこ
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巻頭エッセイ 執筆者

個性あふれる 4 人の方のエッセイを持ちまわりで掲載します。

渡辺　文子
watanabe  fumiko

（株）編集工学研究所 総務部長
1960 年　宇和島生まれ（旧姓 菊池）
宇和島南高等学校卒業後、上京。共立女子短期大学・文科国
語学科卒業後、（株）リクルートに入社、総務部、社長室を経
て出産育児により退職。その後、マザーリング研究所に入社、
ワーキングマザーのサポート業務などを経て、2004 年より
（株）編集工学研究所。年に数回は帰省、必ずお城山に登る。

南予文化会館館長／小説家／音楽評論家
1952 年　宇和島生まれ
宇和島南高等学校卒業　その後、宇和島市に奉職。1989 年
ピアニスト、エリック・ハイドシェックの再デビューコンサ
ートを南予文化会館で企画・開催する。1990 年『神宿る手』
で小説家デビュー。定年退職後、南予文化会館の館長に就任。
小説 /神宿る手（講談社）消えたオーケストラ（講談社）ほか
歴史書 /シリーズ藩物語　宇和島藩（現代書館）

宇神　幸男
ugami  yukio

つなぐ　2018創刊号　　　4

小野　さとみ
ono  satomi

( 有 ) 小野商店
1958 年　鹿児島生まれ
上智大学新聞学科卒業後、編集者として旅や神社仏閣、中国
料理などの全集ものを担当。29 歳の秋より岩松で夫の家業
を継ぐ。趣味はバレエ、俳句（いつき組）。駄洒落好き。

矢間　大蔵
yazama daizo

農　家／松野町移住コーディネーター
1974 年　宇和島生まれ
宇和島南高校卒業後、和歌山の大学へ進学し、卒業後は大阪
府の広告代理店に就職。コピーライターおよび商業筆文字師
として活動。2014 年 4 月、農業を志し、地域おこし協力隊
として愛媛県松野町へ移住。3年間の任期を終えた 2017 年
4 月より 4500 平米の桃農家と町の移住コーディネーターを
兼務。また FMがいや「ワッツアップ！まつの」パーソナリ
ティーとしても活躍中。



　
磯
田
道
史
さ
ん
の
講
演
会
を
企
画
し
た
が
、

実
現
し
な
か
っ
た
。

　
講
演
は
と
て
も
無
理
で
す
が
　
一
筆
ご
あ
い

さ
つ
　
秀
宗
公
の
本
に
感
動
　
磯
田
拝

　
と
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
墨
書
さ
れ
た
葉
書
を
い

た
だ
い
た
。
テ
レ
ビ
出
演
も
多
い
磯
田
さ
ん
は

超
多
忙
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
妻
は
葉
書
を
小
さ
な
額
に
収
め
、
ピ
ア
ノ
の

上
に
飾
っ
た
。
ピ
ア
ノ
を
弾
く
た
び
に
こ
れ
を

見
る
こ
と
に
な
る
私
は
、
残
念
だ
と
思
い
、
元

気
な
よ
い
字
だ
と
思
う
。

　
文
中
の
「
秀
宗
公
の
本
に
感
動
」
と
は
、
宇

和
島
信
用
金
庫
が
刊
行
し
た
絵
本
『
秀
宗
公
物

語
』
の
こ
と
で
、
私
は
講
演
依
頼
の
手
紙
に
添

え
て
絵
本
伊
達
家
物
語
三
部
作
を
送
っ
た
の
だ

っ
た
。

　
先
頃
、
黄
綬
褒
章
の
栄
に
輝
い
た
村
尾
信
用

金
庫
理
事
長
で
あ
る
が
、
宇
和
島
南
高
校
の
同

輩
村
尾
君
は
、
か
ど
や
駅
前
本
店
に
私
を
招
待

し
、
私
の
酒
好
き
を
よ
い
こ
と
に
地
酒
「
虎
の

尾
」
を
一
升
飲
ま
せ
、
こ
れ
を
も
っ
て
執
筆
料

に
代
え
た
の
で
あ
る
。
執
筆
に
は
非
常
に
苦
労

し
た
か
ら
、
私
は
こ
の
処
遇
に
一
抹
の
不
満
が

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、「
秀
宗
公
の
本
に
感
動
」と
い
う
磯

田
さ
ん
の
言
葉
に
、
労
苦
が
報
わ
れ
た
思
い
が

し
た
。
書
い
て
よ
か
っ
た
、
と
つ
く
づ
く
思
っ

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
磯
田
さ
ん
の
本
は
ど
れ
も
面
白
い
が
、

最
近
の
も
の
に
『
徳
川
が
つ
く
っ
た
先
進
国
日

本
』（
文
春
文
庫
）
が
あ
る
。
こ
の
本
の
中
で
、

磯
田
さ
ん
は
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
つ
い
て
言

及
、
肯
定
的
に
評
価
な
さ
っ
て
い
る
。

　
私
が
こ
ど
も
の
頃
に
習
っ
た
（
父
か
ら
聞
か

さ
れ
た
）
綱
吉
は
戌
年
生
ま
れ
の「
犬
公
方
」で
、

人
命
よ
り
犬
命
を
大
切
に
し
た
バ
カ
殿
で
あ
っ

た
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
テ
レ
ビ
の
「
忠
臣
蔵
」

関
連
ド
ラ
マ
、「
水
戸
黄
門
」
関
連
ド
ラ
マ
な
ど

に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
。

　
も
っ
と
も
、
忠
臣
蔵
（
元
禄
赤
穂
事
件
）
に

関
し
て
は
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
殿
中
大
切
の
日

（
年
間
で
最
も
重
要
な
儀
式
の
日
）に
い
き
な
り

吉
良
義
央
に
斬
り
つ
け
、
綱
吉
に
よ
っ
て
即
日

切
腹
さ
せ
ら
れ
た
浅
野
長
矩
を
、
気
の
毒
と
思

っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
か
と
い
っ
て
、
綱
吉
に
好
意
的
で
あ
っ
た
か

と
い
う
と
、
い
く
ら
学
問
好
き
で
教
養
の
あ
る

将
軍
で
あ
っ
て
も
、
生
類
憐
み
の
令
は
悪
法
で
、

庶
民
を
苦
し
め
た
悪
い
人
だ
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
生
類
憐
み
の
令
は
ほ
ん
と
う

に
悪
法
だ
っ
た
の
か
、
綱
吉
は
バ
カ
殿
だ
っ
た

の
か
を
検
証
す
る
本
が
何
冊
か
出
た
。
将
軍
綱

吉
の
再
検
討
・
再
評
価
で
あ
る
。
読
む
う
ち
に

綱
吉
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

　
特
に
犬
が
好
き
で
も
な
か
っ
た
綱
吉
が
生
類

憐
み
の
令
を
布
告
し
た
の
は
「
長
男
の
徳
松
が

夭
折
し
た
の
は
、（
綱
吉
が
）前
世
で
犬
を
殺
し

た
祟
り
で
あ
る
か
ら
、
犬
を
保
護
す
る
こ
と
」

と
い
う
、
僧
隆
光
の
提
言
に
よ
る
、
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
最
初
は
犬
猫
保
護
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
、
蚊
を
殺
し
て
も
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。（
私
が
高
校
生
の
頃
、
尊
敬
す

る
偉
人
の
上
位
に
い
た
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
博

士
は
、
晩
年
、
蚊
も
殺
さ
な
か
っ
た
）

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
綱
吉
は
捨
て
子

の
禁
止
、
病
人
、
病
馬
・
病
牛
の
保
護
も
厳
命

し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
命
を
大
切
に
し
、
万
民

が
平
和
に
暮
ら
す
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　
三
百
年
以
上
も
前
に
、
世
界
に
さ
き
が
け
て

動
物
保
護
法
を
制
定
し
た
日
本
で
は
、
年
間
十

万
頭
以
上
の
犬
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
。

戌 年 雑 感
宇神　幸男

宇神 幸男 うがみゆきお

作家・音楽評論家。小説は

『水のゆくえ』（角川書店）

『ヴァルハラ城の悪魔』（講

談社）など７冊。近年は『宇

和島藩』『伊予吉田藩』など

歴史書がある。『評伝楠本イ

ネ』（現代書館）が年明けに

刊行予定。本名 /神應幸男
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information
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会　期：3月 3日 (土) 9:00 ～ 18:00
　　　　　　4日 (日) 9:00 ～ 17:00
場　所：きさいや広場  市民ギャラリー
※3日 (土)14:00 ～ ワークショップ  ( 造形あそび）

ウマイ、ヘタより自由
な表現。幼児から中学
生、こどもたちの「見
て！みて！」の声がた
くさんの方々に届きま
すよう。

お問合せ /べにばら画廊　宇和島市本町追手 2-8-6
Tel / Fax. 0895-22-1104　E-mail : benibara.art@gmail.com
https://benibara.webhop.info/

● アトリエ堀端 こども絵画教室
     　「見て︕みて︕」展

会　期：3月 18 日 (日) 13:00 ～ 18:30
場　所：津島町　南楽園
対　象：20 ～ 30 代独身男女
定　員：男性 25 名　女性 25 名
参加費：男性 3,000 円　女性 2,000 円

南楽園でいちご狩り＆
園内散策をして立食パ
ーティーを行います。
お申し込みは、2/28 ま
でにお近くの公民館ま
で（FAX、Eメール可）

お問合せ /鶴島公民館　Tel.22-6442  Fax.22-4560　
E-mail :  tsurushima-ph@city.uwajima.lg.jp 
主催：宇和島市教育委員会

● 婚活イベント
     いちご一笑物語 in 南楽園

つなぐ配置先
●宇和島市役所 1階ロビー　●津島支所　●吉田支所　●三間支所　●市立中央図書館　●吉田図書館　●宇和島市立病院 1階ロビー　
●市立伊達博物館　●南予文化会館　
●宇和島信用金庫本店営業部・各支店（恵美須町、新橋、城南、来、泉町、吉田、三間、南宇和、卯之町）

会　期：2月 16 日 (金) ～ 5 月 7日 (月)
　　　　AM9:00 ～ PM5:00（入館は PM4:30 迄）
休館日：火曜日（祝休日の場合はその直後の平日）＊5/1（火）は開館

冷たい印象や尖った印象を与え
る青も、梅太郎の青は厳しくも
清々しく、そしてやさしい。
梅太郎が心おどらせた色「青」。
梅太郎の五感全てでしかと確か
めた色「青」。そして梅太郎にし
かだせない色「青」。
今展では、梅太郎だけの青に注
目してご覧頂ければと思います。

お問合せ /畦地梅太郎記念美術館・井関邦三郎記念館
宇和島市三間町務田 180-1「道の駅みま」内
Tel / Fax. 0895-58-1133
https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/azechi-iseki-museum/

● 畦地梅太郎展 - 梅太郎だけの青 -  

山小屋の老人

会　期：2月 17 日 (土) ～ 4 月 8日 (日)
　　　　AM9:00 ～ PM5:00（入館は PM4:30 迄）
休館日：月曜日（祝休日の場合は翌火曜日）

横幅 7.5ｍもの雛壇に飾られるひな人形は、公家のしきた
りや装束を忠実に再現した有職雛
です。内裏雛をはじめとした１７
体の人形や、２００点以上も揃え
られた調度品は、小さいながらも
本物さながらに作られており、見
応えがあります。また、同時に宇
和島７代藩主夫人観姫所有のひな
人形を展示します。いずれも華々
しく愛らしいお人形さんたちです。

お問合せ /宇和島市立伊達博物館
宇和島市御殿町 9-14　Tel.0895-22-7776
https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/datehaku-top/

● 伊達博物館  ひな人形展

ゆうそくびな

みよひめ

有職雛（館蔵品）

梅が咲き誇る南楽園 前回ワークショップの様子



宇和島市長　岡原 文彰 村尾 明弘

新春
対談
創刊記念特別企画

　
昨
年
、
合
併
後
第
２
代
宇
和
島
市
長
に
岡

原
文
彰
氏
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、「
つ
な
ぐ
」
創
刊
を
記
念
し
て
、
岡

原
新
市
長
と
宇
和
島
信
用
金
庫　

村
尾
明
弘

理
事
長
と
の
対
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

村
尾
理
事
長　
ま
ず
は
、
市
長
ご
就
任
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
本
日
は
お
忙

し
い
中
、
お
時
間
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岡
原
市
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ち
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
機
会
を
頂
い
て
大

変
光
栄
で
す
。

村
尾
理
事
長　
本
題
に
入
る
前
に
市
長
の
子

ど
も
の
頃
の
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
先
日
、
市
長
の
お
父
様
と
お
話
し
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
て
、
市
長
が
子
ど
も
の

頃
、
大
変
な
電
車
好
き
だ
っ
た
と
う
か
が
い

し
ま
し
た
。

岡
原
市
長　
そ
う
な
ん
で
す
。
当
時
、
父
の

仕
事
の
関
係
で
奈
良
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
電
車
を
見
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
近
所
の
女
の
子
と
一
緒
に
遮

断
機
が
下
り
た
状
態
の
踏
切
内
に
座
っ
て
電

車
を
見
て
い
た
と
か
で
、
親
は
ず
い
ぶ
ん
肝

を
冷
や
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
頃
は
、
絵
を

描
い
て
も
全
部
電
車
で
し
た
。
余
談
で
す
が
、

私
が
描
い
た
電
車
の
絵
が
奈
良
県
で
一
番
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
ま

っ
た
く
ダ
メ
で
す
け
ど(

笑)
宇和島信用金庫

理事長
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村
尾
理
事
長
　
次
に
、
私
も
、
か
ね
て
よ
り

気
に
な
っ
て
い
る
市
の
広
報
に
つ
い
て
で
す

が
、
市
長
も
「
積
極
的
な
広
報
戦
略
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

岡
原
市
長　

以
前
、
あ
る
方
が
こ
ん
な
お
話

し
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
市
長
は
、
み
か
ん
一
個
い
く
ら
と
か
、
鯛
が

キ
ロ
い
く
ら
、
と
売
る
必
要
は
な
い
、
行
政

に
は
行
政
の
や
る
仕
事
が
あ
る
」

私
も
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
行
政
の
仕
事
は
、

ま
ず
売
り
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
宇
和
島
が
ど
う
い
う

所
で
、
ど
ん
な
町
な
の
か
と
い
う
シ
テ
ィ
ー

セ
ー
ル
ス
が
最
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

村
尾
理
事
長
　
以
前
、
新
居
浜
の
太
鼓
祭
り

に
行
く
機
会
が
あ
っ
て
、
移
動
の
バ
ス
の
中

で
、
太
鼓
祭
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
流
さ
れ
て
い
て
、

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、
宇

和
島
市
に
は
そ
の
よ
う
な
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

岡
原
市
長　

地
元
の
企
業
の
中
に
は
、
独
自

に
宇
和
島
を
紹
介
す
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高

い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
、
実
績
を
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
市
に

あ
る
も
の
は
充
分
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
和
島
に
は
、
数
年
前
か
ら
外
国
の

旅
客
船
が
寄
港
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
国
に
は
、
事
前
に
広
報
Ｄ

Ｖ
Ｄ
送
り
、
船
内
で
観
て
も
ら
っ
て
か
ら
上

陸
し
て
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
行
政
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
気
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
イ
ベ
ン
ト
ひ
と
つ
充
分
に
市
民
に
伝
え

る
こ
と
の
で
き
て
い
な
い
現
状
を
ど
う
打
開

す
る
か
と
言
う
こ
と
で
す
。
そ
の
為
に
は
、

内
側
、
外
側
に
向
け
て
の
広
報
力
を
身
に
着

け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
毎
月
お
配
り
し
て

い
る
市
の
広
報
も
、
市
民
目
線
に
た
っ
た
読

み
や
す
い
魅
力
的
な
も
の
に
変
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

村
尾
理
事
長
　
私
た
ち
も
、
宇
和
島
の
良
さ

を
市
民
が
再
認
識
し
な
い
限
り
外
へ
向
け
て

発
信
で
き
な
い
、
と
い
う
思
い
で
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
外
部
の
人
を
招
い
て
宇
和

島
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
口

を
そ
ろ
え
て
「
ま
た
来
た
い
」
と
仰
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
宮
城
第
一
信
用
金
庫
と
の
提
携
や
地

元
の
子
供
た
ち
に
宇
和
島
の
歴
史
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
絵
本
を
３
部
製
作
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
企
業
が
や
る
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
行
政

と
民
間
が
足
並
み
を
揃
え
て
取
り
組
め
る
環

境
を
つ
く
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
原
市
長　

制
作
さ
れ
た
絵
本
は
、
子
ど
も

た
ち
に
故
郷
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
の
素
晴

ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

話
題
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
発
信
を
し
て
い

る
町
に
は
人
は
来
ま
す
。
な
の
で
、
広
報
に

力
を
入
れ
な
い
と
、
人
は
来
な
い
、
モ
ノ
は

村
尾
理
事
長　
市
長
の
子
ど
も
の
頃
の
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
本
題
に
移
り

ま
し
ょ
う
。

先
ず
、
市
長
の
所
信
表
明
に
も
あ
る
、
県
と

の
連
携
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
頂
け
ま
す
で
し

ょ
う
か
。

岡
原
市
長　

残
念
な
が
ら
今
ま
で
宇
和
島
市

は
、
県
と
の
連
携
が
充
分
で
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
も
市
議
の
時
に
県
の
営
業
本
部

に
同
行
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

時
そ
れ
を
肌
で
感
じ
、
所
信
表
明
で
も
取
り

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
連
携
強
化
の
取
り
組
み
も
一
朝
一

夕
に
解
決
し
な
い
事
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
、
そ
し
て
、

実
需
や
恩
恵
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 岡原  文彰　おかはら　ふみあき

好きなスポーツ /サッカー・ラグビー
1975 年生まれ　宇和島市出身　
宇和島東高等学校卒　松山大学　法学部卒
その後、水産業界に従事し、
平成 25 年～ 29 年　宇和島市議会議員
平成 29 年 9月～宇和島市長
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に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
住
ま
い
や

仕
事
と
い
っ
た
受
け
皿
や
仕
組
み
を
作
り
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

村
尾
理
事
長
　
私
も
、
１
０
０
数
十
人
を
預

か
る
地
元
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し
て「
人
財
」に

つ
い
て
常
に
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

東
北
の
震
災
の
時
、
食
料
が
な
く
て
困
っ
て

い
る
地
域
住
民
の
た
め
に
、
笹
か
ま
ぼ
こ
を

製
造
す
る
会
社
が
発
電
機
を
手
配
し
製
造
ラ

イ
ン
を
稼
働
さ
せ
、
無
償
で
笹
か
ま
ぼ
こ
を

配
っ
た
話
し
が
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
時
、

そ
の
会
社
の
専
務
が
「
わ
が
社
の
地
域
貢
献

は
雇
用
で
す
」
と
言
い
き
ら
れ
て
い
る
の
を

聞
い
て
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

私
共
も
、
毎
年
、
地
元
出
身
者
を
雇
用
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
地
域
、
企
業
に
に
と
っ

て
人
は
財
産
で
す
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
も
、

地
元
の
企
業
を
大
事
に
す
る
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
原
市
長　

そ
う
で
す
ね
。「
人
財
」に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
宇
和
島
市
は
、
財
政
状

況
も
悪
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
を
コ
ス

ト
と
み
て
カ
ッ
ト
し
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ

で
財
政
状
況
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は

り
人
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
「
財
産
」
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
近
い
う
ち
に
市

の
若
手
職
員
と
の
意
見
交
換
と
交
流
の
場
を

持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
現
状

を
把
握
し
、
適
切
に
対
応
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

村
尾
理
事
長
　
市
長
か
ら
若
い
人
に
関
す
る

お
話
が
で
ま
し
た
の
で
私
共
の
「
南
予
活
性

化
若
手
経
営
塾
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
経
営
塾
は
本
年
で
十
一

年
目
を
迎
え
、
卒
業
生
も
１
４
０
名
余
り
に

な
り
、
近
い
将
来
、Ｏ
Ｂ
会（
卒
業
生
の
会
）

の
会
員
相
互
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行

わ
れ
れ
ば
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
お
話
を
お
伺
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
最
後
に
一
言
頂
け
ま
す
か
。

岡
原
市
長　

は
い
。
宇
和
島
市
の
５
年
、
１

０
年
後
を
見
据
え
た
様
々
な
施
策
を
考
え
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
市
政
は
、
近
く
を
見
過

ぎ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
後
は
、

職
員
本
来
が
も
っ
て
い
る
高
い
能
力
を
引
き

出
し
て
、
こ
の
地
域
が
、
も
う
一
度
輝
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
尾
理
事
長
　
私
共
も
、
５
年
、
１
０
年
後

を
考
え
る
と
、
地
域
の
人
口
減
少
の
流
れ
は

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
で
も
、
信
用
金
庫
は
決
し
て
逃

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ

は
私
共
の
強
み
が
発
揮
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
徹
底
的
に

地
域
に
尽
く
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
出
来
れ

ば
必
ず
お
客
様
の
信
頼
を
得
、
生
き
残
っ
て

い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お
時
間
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
れ
な
い
、
市
民
生
活
は
情
報
が
無
い
ま
ま

埋
没
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

村
尾
理
事
長
　
市
長
の
お
考
え
が
と
て
も
よ

く
解
り
ま
し
た
。
で
は
、
話
題
を
変
え
ま
し

ょ
う
。
最
近
、
宇
和
島
で
み
か
ん
作
り
を
し

た
い
と
い
う
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
と
か
か
わ
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
全
国
の
数

あ
る
町
の
中
か
ら
宇
和
島
を
選
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
の
人
た
ち
を
ど
う
に
か
守
っ
て
あ
げ

た
い
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
事
に
つ

い
て
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

岡
原
市
長　

市
で
は
従
来
よ
り
移
住
者
の
受

け
入
れ
に
取
り
組
ん
で
は
来
て
い
ま
す
が
、

全
国
１
７
０
０
余
の
市
町
村
の
中
か
ら
宇
和

島
市
を
選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
こ
こ

で
も
、
や
は
り
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
が
必
要

村尾　明弘　むらお　あきひろ
1951 年生まれ　宇和島市出身　
趣味 /読書
宇和島南高等学校卒　専修大学卒
1975 年　宇和島信用金庫に入庫
2012 年　宇和島信用金庫初のプロパーで理事長に就任
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地
域
文
化
の
よ
り
ど
こ
ろ
 

神
社
を
め
ぐ
る

特集

　
日
本
中
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
皆
さ
ん
が
住
ん
で

い
る
地
域
は
必
ず
ど
こ
か
の
神
社
の
氏
子
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
神
社
が
氏
神
様
に
な
り
ま
す
。

　
一
番
身
近
な
神
社
は
氏
神
様
で
あ
り
、
お
宮
参
り

や
七
五
三
、
結
婚
式
や
厄
除
な
ど
の
人
生
儀
礼
を
そ

の
神
社
で
行
い
ま
す
。
最
近
は
、
自
身
の
氏
神
様
が

ど
こ
の
神
社
か
わ
か
っ
て
な
い
方
も
多
く
「
み
ん
な

が
行
く
か
ら
」「
有
名
だ
か
ら
」、
と
い
う
理
由
で
お

参
り
さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
初
詣
に
し
て
も
全
て
の
御
参
り
は
先
ず
氏
神
様
、

そ
し
て
個
人
的
に
行
き
た
い
神
社
が
あ
る
な
ら
そ
の

後
に
行
く
と
い
う
の
が
本
来
の
あ
り
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
要
因
と
し
て
、
核
家
族
化
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
親
か
ら
子
へ
子
か
ら
孫
へ

と
伝
承
さ
れ
る
べ
き
氏
子
地
域
と
い
う
認
識
が
薄
れ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
祭
の
本

質
が
理
解
で
き
て
な
い
人
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
祭
り
の
中
心
は
神
輿
の
は
ず
が
、
最
近
で
は
、

山
車
や
四
つ
太
鼓
、
牛
鬼
な
ど
の
練
り
物
が
主
役
で

あ
る
か
の
よ
う
な
状
態
で
、
単
な
る
お
祭
り
騒
ぎ
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
西
条
の
だ
ん
じ
り
、
新
居
浜
の
太
鼓

台
等
に
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
祭
り
は
神
社
で
行
わ
れ

る
祭
典
で
あ
り
、
神
輿
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
神
輿
が
あ
っ
て
こ
そ
の
祭
り
で
あ
り
、
そ
れ

を
賑
や
か
に
す
る
の
が
山
車
や
練
り
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
ご
家
族
で
神
社
に
お
参

り
を
し
て
授
与
所
で
お
札
と
御
守
り
を
受
け
ら
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で

御
社
殿
で
き
ち
ん
と
御
祈
祷
を
し
て
昨
年
一
年
間
の

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
身
も
心
も
清
ら
か
に
な
っ

た
自
分
自
身
を
今
一
度
見
つ
め
な
お
し
、
新
た
な
気

持
ち
で
新
年
を
迎
え
た
と
い
う
方
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
新
年
に
、
御
祈
祷
を
う
け
る
と
い
う

風
習
を
絶
や
す
こ
と
な
く
今
一
度
皆
さ
ん
の
氏
子
地

域
は
ど
こ
の
神
社
に
な
る
の
か
を
確
認
し
、
お
参
り

に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
し
て
、
皆
さ
ん
が
氏
神
様
を
知
る
こ
と
は
氏

子
地
域
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
地
域

と
の
つ
な
が
り
、
関
り
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
が
連
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
活
性
化
し
た
地
域
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
い
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
す
。

　
地
域
が
人
を
育
て
、
人
が
地
域
を
育
て
る
と
い
う

環
境
は
安
心
な
社
会
の
構
築
を
実
現
し
、
皆
さ
ん
が

幸
せ
に
生
活
で
き
る
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。

写真：北濱一男　撮影協力：着物を楽しむ会、伊吹  八幡神社
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中
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さ
ん
が
住
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で

い
る
地
域
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必
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ど
こ
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の
神
社
の
氏
子
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
神
社
が
氏
神
様
に
な
り
ま
す
。

　
一
番
身
近
な
神
社
は
氏
神
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で
あ
り
、
お
宮
参
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五
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、
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や
厄
除
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ど
の
人
生
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そ

の
神
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で
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す
。
最
近
は
、
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の
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神
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神
社
か
わ
か
っ
て
な
い
方
も
多
く
「
み
ん
な

が
行
く
か
ら
」「
有
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だ
か
ら
」、
と
い
う
理
由
で
お

参
り
さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
初
詣
に
し
て
も
全
て
の
御
参
り
は
先
ず
氏
神
様
、

そ
し
て
個
人
的
に
行
き
た
い
神
社
が
あ
る
な
ら
そ
の

後
に
行
く
と
い
う
の
が
本
来
の
あ
り
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
要
因
と
し
て
、
核
家
族
化
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
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来
、
親
か
ら
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か
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孫
へ

と
伝
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る
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き
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う
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理
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な
い
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多
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と
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ま
す
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の
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近
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て
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ま
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て
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る
気
が
し
ま
す
。
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ら
は
、
西
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の
だ
ん
じ
り
、
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居
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の
太
鼓

台
等
に
も
み
ら
れ
ま
す
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祭
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神
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わ
れ

る
祭
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り
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ま
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が
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。
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迎
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受
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ら
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御
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を
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、
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も
清
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か
に
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っ

た
自
分
自
身
を
今
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見
つ
め
な
お
し
、
新
た
な
気

持
ち
で
新
年
を
迎
え
た
と
い
う
方
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
新
年
に
、
御
祈
祷
を
う
け
る
と
い
う

風
習
を
絶
や
す
こ
と
な
く
今
一
度
皆
さ
ん
の
氏
子
地

域
は
ど
こ
の
神
社
に
な
る
の
か
を
確
認
し
、
お
参
り

に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
し
て
、
皆
さ
ん
が
氏
神
様
を
知
る
こ
と
は
氏

子
地
域
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
地
域

と
の
つ
な
が
り
、
関
り
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
が
連
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
活
性
化
し
た
地
域
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
い
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
す
。

　
地
域
が
人
を
育
て
、
人
が
地
域
を
育
て
る
と
い
う

環
境
は
安
心
な
社
会
の
構
築
を
実
現
し
、
皆
さ
ん
が

幸
せ
に
生
活
で
き
る
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。

八幡神社　宮司　渡部　太輔
昭和49年生まれ
宇和島南高等学校　卒業
國學院大學文学部神道学科　卒業
國學院大學法学部法律学科　卒業
八幡神社　宮司／八幡幼稚園　園長／保護司

宇和島市伊吹町１０６８ ( 北二区 ) 　
TEL.0895-22-1282

伊吹  八幡神社
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隆々とそびえ立つ国指定天然記念物の伊吹の木と拝殿

　
宇
和
島
市
伊
吹
町
に
あ
る
八
幡
神
社

の
歴
史
は
古
く
、
和
銅
元
年（
７
０
７
）

に
九
州
宇
佐
八
幡
よ
り
勧
請
さ
れ
、
同

５
年
（
７
１
２
）
よ
り
祭
祀
が
始
ま
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
神
の
八
幡
様
と
は
、
第
１
５
代
天

皇
、
応
神
天
皇
の
こ
と
で
、
武
家
の
棟

梁
と
し
て
長
く
活
躍
し
た
源
氏
の
守
護

神
だ
っ
た
た
め
お
お
い
に
栄
え
、
全
国

に
２
万
を
超
え
る
社
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
拝
殿
前
に
あ
る
樹
齢
８
０
０

年
と
言
わ
れ
る
伊
吹
の
木
は
、
源
義
経

が
伊
予
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
際
に
、
家
臣
、

鈴
木
三
郎
重
家
に
植
え
さ
せ
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
、
国
指
定
天
然
記
念
物
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
新
宇
和
島
の
自
然
と
文
化
に
よ
る
と
、

「
向
か
っ
て
左
側
の
株
は
幹
周
り
４
・２

ｍ
。
右
側
の
も
の
は
４
・
８
ｍ
。
両
者

と
も
高
さ
は
約
２
０
ｍ
で
あ
る
。
樹
齢

は
８
０
０
年
を
超
え
る
。
こ
れ
ま
で
幾

度
も
台
風
の
被
害
を
受
け
、
枝
が
破
損

し
て
い
る
が
樹
勢
は
そ
れ
ほ
ど
弱
っ
て

い
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

※勧請…仏神の霊を寺社に新たに迎えて奉安すること

※
※

か
ん
じ
ょ
う

わ
ど
う

お
う
じ
ん

す
ず
き
さ
ぶ
ろ
う
し
げ
い
え

み
な
も
と 

の 

よ
し
つ
ね



宇
和
津
彦
神
社　
宇
和
島
市

　
宇
和
島
市
野
川
に
あ
る
宇
和
津
彦

神
社
は
南
予
有
数
の
古
社
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
過
去
に
三
度
の
火
災
に

合
い
、
創
建
の
年
代
を
し
め
す
資
料

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
伝
に
よ
り
ま

す
と
延
歴
１
１
年
（
７
９
２
）
土
佐

国
高
賀
茂
神
社
よ
り
奉
還
さ
れ
た
と

あ
り
、
そ
れ
以
前
の
年
代
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
旧
藩
政
時
代
に
は
藩
の
総
氏
神
と

さ
れ
、
南
予
総
鎮
守
の
社
と
し
て
宇

和
四
郡
の
人
々
か
ら
「
い
っ
く
さ
ま
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

旧
宇
和
島
市
内
で
は
今
で
も
「
い
っ

く
さ
ま
」
と
呼
ぶ
人
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
秋
の
例
祭
で
は
牛
鬼
の
ほ
か
１
２

〜
１
３
歳
の
少
年
８
人
が
鹿
の
頭
を

つ
け
、
そ
の
面
か
ら
垂
れ
た
紅
染
の

布
で
上
半
身
を
覆
い
、
手
甲
、
脚
半
、

草
履
ば
き
で
、
胸
の
太
鼓
を
ト
ン
ト

コ
ト
ン
ト
コ
と
打
ち
な
が
ら
舞
う
「

八
ツ
鹿
踊
り
」
は
、
多
く
の
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

宇和島市野川新 13　TEL. 0895-22-1276

三
島
神
社　
宇
和
島
市

　
宇
和
島
市
の
三
島
神
社
は
、
平
安

時
代
の
初
期
、
大
同
元
年
（
８
０
６
）

に
大
三
島
の
大
山
祇
神
社
よ
り
勧
請

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
現
在
の
堀
部
公
園
に
あ

た
る
森
に
あ
り
ま
し
た
が
、
文
永
１

１
年（
１
２
７
４
）に
現
在
の
地
に
鎮

座
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 　
宇
和
島
地
方
を
治
め
た
橘
氏
・
西

園
寺
氏
・
伊
達
氏
の
崇
敬
篤
く
、
宇

和
島
の
南
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
を

あ
つ
め
て
ま
す
。

　
祭
神
は
、
大
山
津
見
神
・
石
長
比

賣
神
・
木
花
佐
久
夜
比
賣
神
で
す
。

　
大
山
津
見
神
は
「
偉
大
な
山
の
神

霊
」
の
意
味
を
持
ち
、
山
の
神
・
海

の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
長
比
賣
神
・
木
花
佐
久
夜
比
賣

神
は
大
山
津
見
神
の
娘
神
で
、
そ
れ

ぞ
れ
「
岩
の
よ
う
に
永
久
不
変
な
姫

神
」「
木
の
花
が
咲
く
よ
う
に
美
し
い

姫
神
」
の
意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

宇和島市長堀２丁目５－２７　TEL.0895-22-2042

写真左：秋祭り宵宮で奉納される八ッ鹿踊り
撮影 /北濱一男

お
お
や
ま
つ
み
の
か
み　
　
　

 

い
わ
な
が
ひ

め
の
か
み

こ
の
は
な
さ　
く　
や　
ひ
め
の
か
み
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和
霊
神
社　
宇
和
島
市

　
和
霊
神
社
の
祭
神
は
山
家
清
兵
衛
公
頼

公
。
宇
和
島
藩  

初
代
藩
主  

伊
達
秀
宗
の

も
と
筆
頭
家
老
と
し
て
仕
え
て
い
た
公
頼

で
し
た
が
、
元
和
６
年
（
１
６
２
１
）
和

霊
騒
動
に
よ
り
非
業
の
死
を
遂
げ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
公
頼
殺
害
に
関
与
し
た
者
が

落
雷
・
海
難
な
ど
に
よ
り
次
々
と
変
死
し

た
り
、
飢
饉
が
続
い
た
り
し
た
た
め
、
公

頼
の
祟
り
だ
と
の
噂
が
流
れ
、
秀
宗
は
、

こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
神
社
を
創
建
し
、

山
頼
和
霊
神
社
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
和
霊
信

仰
は
西
日
本
各
地
に
広
が
り
、
多
く
の
和

霊
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
坂
本
龍
馬
の
先
祖
で
あ
る
坂
本
益
助
も

和
霊
神
社
を
勧
請
し
て
お
り
、
龍
馬
は
脱

藩
の
際
、
そ
の
和
霊
神
社
に
詣
で
て
水
杯

を
交
わ
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

境内にある坂本竜馬脱藩
140 年と坂本家分霊社創
建 240 年を記念する木柱

や
ん
べ  

せ
い   

べ    

え  

き
ん
よ
り

だ　
て  

ひ
で
む
ね

や
ま
よ
り 

わ   

れ
い

写真右：社殿は、四国屈指の大社といわれています。
写真左：和霊神社の大鳥居は、石造りとしては日本一
と言われています。

瑞穂会　２年に一度のしめ縄づくり
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１
２
月
某
日
、
三
間
町
宮
野
下
で
今

年
、
和
霊
神
社
に
奉
納
す
る
『
大
し
め

縄
』
を
撚
り
合
わ
せ
る
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
１
月
に
制
作
し
て
い
た
三

本
の
大
き
な
藁
束
を
撚
り
合
わ
せ
て
、

ひ
と
つ
の
大
し
め
縄
に
す
る
の
は
大
変

な
作
業
で
す
。
完
成
し
た
し
め
縄
は
、

全
長
約
５
メ
ー
ト
ル
、
周
り
約
２
メ
ー

ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

　
二
年
に
一
度
、
和
霊
神
社
に
奉
納
す

る
大
し
め
縄
を
制
作
す
る
の
は
三
間
町

の
『
瑞
穂
会
』
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
『
瑞
穂
会
』は
、
昭
和
５
１
年（
１
９

７
６
）
頃
宮
野
下
地
区
の
神
社
総
代
の

中
か
ら
「
三
嶋
神
社
へ
大
し
め
縄
を
奉

納
し
た
い
」
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が

り
、
そ
の
後
発
足
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
８
年
目
を
迎
え
る
「
瑞
穂

瑞穂会  会長
田中　充さん

会
」
の
会
員
は
田
中
充
会
長
以
下
１
１

名
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
か
つ
て
は
、「
神
社
の
し
め
縄
を
作
り

よ
る
ん
や
け
ん
、
尻
を
つ
く
な
中
腰
で

や
れ
」
と
言
わ
れ
大
変
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
今
で
は
作
業
台
を
使
用
す
る
な

ど
、
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
、
ず
い
ぶ
ん

作
業
も
楽
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
た
だ
近
年
、
稲
わ
ら
干
し
を
す
る
農

家
が
激
減
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
良
質
の

稲
わ
ら
を
入
手
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

わ
ら
た
ば　
　
　
よ

よ

み
つ
る



三
間　

三
島
神
社

　
天
平
時
代（729

〜749

年
）、
現

在
の
場
所
に
社
殿
が
建
立
さ
れ
大
山

積
命
を
勧
請
し
た
と
言
わ
れ
、
の
ち

に
三
間
郷
総
鎮
守
と
な
り
ま
し
た
。

　
宇
和
松
葉
城
主
西
園
寺
公
を
は
じ

め
、
歴
代
の
領
主
の
庇
護
を
受
け
、

吉
田
藩
領
と
な
っ
て
か
ら
も
伊
達
家

の
祈
願
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

立
間　

八
幡
神
社

　
治
承
年
間（1177

〜1181

）、
関

東
か
ら
下
っ
て
こ
の
地
で
隠
棲
し
て
、

い
た
田
原
又
太
郎
忠
綱
が
生
前
、
守

護
神
と
し
て
崇
め
て
い
た
八
幡
神
を

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
伊
達
氏
の
入
部
に
よ
っ
て
領
内
総

鎮
守
社
と
し
て
歴
代
藩
主
か
ら
篤
く

崇
敬
さ
れ
、
例
祭
は
神
幸
祭
の
諸
行

事
、
神
輿
の
渡
御
、
ね
り
も
の
が
八

幡
祭
（
吉
田
祭
）
と
言
わ
れ
、
昭
和

初
期
ま
で
は
近
郊
の
名
物
と
し
て
大

い
に
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

卯
之
町　

三
島
神
社

　
現
在
の
社
殿
は
弘
化
３
年
（
１
８

４
６
）の
も
で
す
が
、
承
平
６
年（
９

３
６
）、
藤
原
純
友
征
伐
を
期
に
大

三
島
大
山
祇
神
社
よ
り
勧
請
し
大
蔵

山
三
島
神
社
と
号
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ご
祭
神
「
大
山
積
大
神
」
は
武
神

・
海
上
守
護
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、

三
水
軍
守
護
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
嘉
禎
２
年（
１
２
３
６
）西
園
寺
家

の
は
か
ら
い
で
神
主
を
招
致
し
、
後

に
神
主
は
吉
田
を
名
乗
り
、
現
宮
司

の
吉
田
充
邦
氏
は
吉
田
家
３
３
世
に

な
り
ま
す
。

愛
南
町　

諏
訪
神
社

　
大
昔
、
火
災
に
遭
い
創
立
年
代
は

不
詳
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
宇
和
旧

記
に
よ
る
と
永
正
三
年（
一
五
〇
六
）

御
荘
郷
（
現
在
の
南
宇
和
郡
）
領
主

法
眼
承
賢
一
族
に
よ
り
建
て
替
え
ら

れ
た
と
の
棟
札
の
写
し
が
あ
り
、
そ

れ
以
前
よ
り
存
立
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
す
。

  

宝
永
五
年
八
月（
一
七
〇
八
）
御
荘

郷
の
総
鎮
守
と
崇
め
ら
れ
以
来
、
秋

祭
に
は
御
荘
組
内
の
代
官
お
よ
び
庄

屋
な
ど
は
必
ず
参
列
し
、
五
穀
豊
穣
、

豊
漁
祈
願
、
疫
病
平
癒
な
ど
の
祈
祷

所
と
し
て
御
荘
郷
内
の
人
々
の
信
仰

を
集
め
ま
し
た
。

宇和島市三間町宮野下９２７　TEL.0895-58-3025

宇和島市吉田町立間 2-2594

西予市宇和町神領 165-1　TEL.0894-62-0461

南宇和郡愛南町城辺甲 2057　　TEL.0895-72-2308
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ず
み
の
み
こ
と

階段の途中にある古い手水舎

さ
い
お
ん 

じ  

参考資料：吉田町史

た  

は
ら 

ま
た    

た 

ろ
う 

た
だ
つ
な



「宇和のわらぐろ」

かつて、脱穀した藁を積み上げた「わらぐろ」が並ぶ

風景は、宇和盆地の風物詩でしたが、農業の機械化が

進むにつれ、次第に姿を消してしまいました。

その後、米農家の上甲清氏が立ち上げた「宇和わらぐ

ろの会」により「わらぐろ」は復活し、多くのカメラ

マンが訪れていました。しかし、それも残念ながら去

年で終了してしまいました。

今は、ＪＲ伊予石城駅近くにマンモスや「わらぐろ」が

並びます。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　写真・文 /北濱　一男

撮り歩きなんよ
アマチュアカメラマン北濱一男が撮りためた南予の風景

北濱　一男　アマチュアカメラマン
1945 年生まれ　宇和島市在住　学生時代からカメラをはじめるが、本格的な写真歴は約 20 年。
現在は、奈良県明日香の写真家  上山  好庸氏に師事し毎月奈良へ通う。　
撮り歩きなんよ（ブログ）http://uwatu.blog135.fc2.com/
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創業１００年の老舗食堂　むらさめ

　

か
つ
て
本
町
界
隈
は
、
宇
和
島
の

中
心
で
し
た
。
現
在
、
宇
和
島
信
用

金
庫
本
店
営
業
部
が
あ
る
場
所
が
、

か
つ
て
宇
和
島
自
動
車
の
本
社
で
周

辺
に
は
多
く
の
食
堂
や
旅
館
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
む
ら
さ
め
」

は
、
創
業
年
は
不
明
な
が
ら
も
、
昭

和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
先
代
の
女

将
さ
ん
が
嫁
い
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
創
業
し
て
か
ら
お
よ

そ
一
〇
〇
年
と
言
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

「
む
ら
さ
め
」
と
い
え
ば
、
い
な
り

と
巻
き
寿
司
で
す
。
昔
か
ら
変
わ
ら

な
い
少
し
甘
い
そ
の
味
は
、
今
で
も

多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
根
強
い
人
気
な
の
が
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
で
す
。
そ
の
、
あ
っ
さ
り
し

た
味
付
け
は
、
し
っ
か
り
味
の
い
な

り
や
巻
き
寿
司
と
の
相
性
が
、
ば
っ

ち
り
で
す
。

　

お
よ
そ
一
〇
〇
年
も
の
年
月
、
こ

の
町
の
移
ろ
い
を
見
て
き
た
「
む
ら

さ
め
」
の
味
は
、
今
で
も
ど
こ
か
懐

か
し
い
味
が
し
ま
す
。

巻きずし／一本　580 円　いなり／一個　120 円

むらさめ
宇和島市本町追手 2-8-12
TEL.0895-22-1301
営業時間 /10:00 ～ 17:30（食事は 16:00 まで）
定休日 /水曜日

●

　　丸之内
和霊神社●

●三城

宇和島信用金庫
　本店営業部●

●木藤
時計店

むらさめ

昭和３０年代の店先です。電話番号
も局番がありません。

右：三代目　村尾　司さん
左：四代目　村尾　健さん

・
・
・

・
・
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ふるさとの
　　　カタチ

人気のちゃんぽんは 650 円です。

・



田部　司　たなべ  つかさ
プロフィール　昭和 25（1950）年生まれ。宇和島市在住。日本眼鏡技術者協会会員。
タナベ昭和館主宰（ブログ公開中　http://www.uwajima.com/tanabe/syowa/syowa.html）。
共著に「目で見る　宇和島・北宇和・南宇和の１００年」（郷土出版社 2003 年）
               「保存版　宇和島・北宇和・南宇和の今昔」（同 2010 年）など。　　　　　　　　　　　　写真・文 /田部　司

　
か
つ
て「
お
ま
ち
」と
よ
ば
れ
た
追
手
通
り
は
、

昭
和
４
１（
１
９
６
６
）年
７
月
の
町
名
改
正
に

よ
り
、
本
町
と
一
緒
に
な
っ
て「
本
町
追
手
」と

な
っ
た
が
、
明
治
末
期
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
宇

和
島
第
一
の
繁
華
街
だ
っ
た
。

　
「
お
ま
ち
」は
、
全
国
有
数
の
芝
居
小
屋
「
融

通
座
」
や
映
画
館
、
京
風
三
階
建
て
の
花
屋
旅

館
や
清
家
旅
館
な
ど
の
旅
籠
や
料
亭
、
元
町
花

街
や
カ
フ
ェ
ー
通
り
な
ど
が
軒
を
つ
ら
ね
て
、

明
治
末
〜
昭
和
戦
前
を
通
じ
て
華
や
か
に
賑
わ

っ
た
。
そ
れ
に
は
、
当
時
交
通
の
主
力
で
あ
っ

た
宇
和
島
自
動
車
バ
ス
が
こ
の
地
で
創
業
し
た

こ
と
も
大
き
い
。

　
戦
後
七
十
余
年
、
先
の
戦
争
末
期
の
度
重
な

る
空
襲
に
も
延
焼
を
免
れ
た「
お
ま
ち
」の
美
し

か
っ
た
歴
史
的
街
並
み
も
年
々
消
え
て
い
き
、

か
つ
て
の
栄
華
は
偲
ぶ
由
も
な
い
。し
か
し
、
本

当
に「
お
ま
ち
」の
す
べ
て
が
消
え
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
改
め
て
〝
探
索
者”

視
線
で
歩
け
ば
、
袋
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
を

抜
け
た
辺
り
か
ら
、
ま
わ
り
の
景
観
が
少
し
変

わ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。「
レ
ス
ト
ラ
ン
蛮
」
と

山
崎
氏
宅（
元
山
崎
玩
具
店
）の
外
壁
に
は
、
当

時
流
行
っ
た
洋
風
建
築
の
同
一
デ
ザ
イ
ン
が
あ

ざ
や
か
に
目
に
写
り
、
明
治
創
業
の
野
中
か
ま

ぼ
こ
店
の
二
階
の
窓
に
は
旧
追
手
郵
便
局
の
面

影
が
残
っ
て
い
る
。

　
お
好
み
焼
き「
ち
と
せ
」の
入
っ
た
ビ
ル
の
前

で
た
た
ず
み
見
上
げ
る
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
円
形

の
窓
の
左
に「
写
真
」と
い
う
文
字
で
表
現
し
た

「
こ
て
絵
」が
見
つ
け
ら
れ
、
向
か
い
の
民
家
に

は「
国
宝
追
手
門
旧
蹟
」の
石
碑
が
埋
め
込
ま
れ
、

町
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
追
手
門
（
戦
災
で
焼

失
）
が
こ
こ
に
建
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ハ
イ
ツ
側
の
「
こ
み
つ
食
堂
」は
、

宇
和
島
信
用
金
庫
本
店
横
道
の
「
む
ら
さ
め
食

堂
」
と
と
も
に
、
稲
荷
や
バ
ラ
寿
司
な
ど
宇
和

島
伝
統
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
を
提
供
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
可
能
。「
む
ら
さ
め
」
隣
の
「
二
〇
加
寿

し
」
は
、
閉
店
し
た
今
も
レ
ト
ロ
な
木
製
看
板

が
か
か
り
郷
愁
を
誘
う
。「
清
水
の
唐
ま
ん（
唐

饅
頭
）」は
消
え
た
が
、「
こ
み
つ
」並
び
の
老
舗

「
吉
弘
菓
子
舗
」
の
銘
菓
「
蜜
饅
頭
」
は
、
故
郷

―

宇
和
島
を
思
い
出
さ
せ
る
味
と
し
て
変
わ
ら

ず
愛
好
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
は
「
カ
フ
ェ
ー
横

丁
」
が
流
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
堀
端
側
の

安
藤
珈
琲（
旧
吉
田
洋
服
店
）と
「
蛮
」
両
店
で

は
、
明
治
・
大
正
期
の
洋
風
建
築
を
生
か
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
オ
シ
ャ
レ
な
中
庭
を
眺
め
な

が
ら
、
優
雅
な
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
楽
し
め
る
。

　
あ
な
た
も
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
に
迷
わ
さ
れ
ず
、

こ
の
界
隈
を
自
分
の
目
で
歩
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、
あ
な
た
な
り
の
新

し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「おまち」追手通りのシンボルだった三階建ての花屋旅館　昭和 47（1972）年

宇和島の「おまち」探索

は
た
ご

ゆ
う

づ
う
ざ

も
と
ま
ち

ば
ん

※

※こて絵（鏝絵）　左官職人の心意気を示す土壁に漆喰（しっくい）でレリーフを施したもの。左官ごてで仕上げていくことから。

に
わ
か

花屋旅館取り壊し後、青野胃腸科医院が建ち、現在は
駐車場になっています。それでも、当時と変わらない
のが、よろずやカメラ店さんと宇和島信用金庫です。
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た
後
に
頭
が
が
ん
が
ん
す
る
の
が
嫌

な
だ
け
だ
。

　

こ
の
漫
画
は
ド
ラ
マ
に
も
な
り
評

判
を
呼
ん
だ
。
こ
と
米
作
り
か
ら
酒

の
醸
造
に
関
し
て
は
深
い
知
識
と
創

造
力
で
描
い
て
い
る
。
良
い
も
の
を

造
る
、
日
本
経
済
の
根
幹
で
も
あ
る
。

　

あ
ら
す
じ
は
、
幻
の
酒
米
の
栽
培

か
ら
日
本
の
農
業
へ
の
警
鐘
、
そ
し

て
農
業
行
政
な
ど
組
織
改
革
ま
で
及

び
、
す
ば
ら
し
い
酒
を
造
る
壮
大
な

物
語
で
あ
る
。
そ
の
物
語
中
で
「
和

醸
良
酒
」
と
い
う
扁
額
が
出
て
く
る
。

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

は
、
蔵
人
達
み
ん
な
が
、
和
を
も
っ

て
仕
事
を
す
れ
ば
、
良
い
酒
を
醸
し

出
す
と
い
う
も
の
。
こ
の
言
葉
を
置

き
換
え
、
教
育
の
場
で
は
よ
く
「
和

育
良
人
」
と
置
き
換
え
使
っ
た
。
こ

の
漫
画
を
読
ん
で
、
良
い
酒
と
は
す

ー
っ
と
飲
め
る
も
の
だ
と
気
が
つ
い

た
。
そ
し
て
日
本
酒
に
関
す
る
蘊
蓄

や
全
国
の
蔵
、
銘
酒
の
名
前
を
覚
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
も
ひ
と
つ
の
成

果
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
冊
子
の
「
つ
な
ぐ
」
と
い
う

意
味
は
和
、
つ
ま
り
輪
で
あ
る
。
宇

和
島
の
輪
を
大
事
に
育
て
、
そ
こ
に

生
き
る
人
々
を
描
き
、
全
国
に
発
信

し
て
い
っ
て
貰
い
た
い
。

　

こ
の
た
び
、
う
わ
し
ん
さ
ん
よ
り

「
つ
な
ぐ
」
と
い
う
広
報
誌
が
発
刊
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
創
刊
号
に

と
原
稿
依
頼
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
の

こ
と
な
が
ら
無
謀
に
も
引
き
受
け
、

後
悔
し
き
り
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
３
８
年
に
及
ぶ
教
員
人

生
、
そ
し
て
退
職
し
て
か
ら
の
博
物

館
勤
務
、
書
く
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る

が
、
残
念
か
な
、
文
章
表
現
が
出
来

な
い
。
今
回
は
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
も
っ
て
責
を
果
た
し
た
い
。

　

若
い
先
生
が
、
こ
の
漫
画
は
面
白

い
で
す
よ
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
「
夏

子
の
酒
」
だ
っ
た
。
彼
が
言
っ
た
の

は
「
た
か
が
漫
画
、
さ
れ
ど
漫
画
」
。

私
は
酒
が
弱
い
と
い
う
よ
り
、
飲
め

な
い
と
い
っ
た
方
が
良
い
。
賑
や
か

な
こ
と
は
好
き
な
の
で
酒
席
は
嫌
い

で
は
な
い
。
日
本
酒
の
匂
い
、
酔
っ

本田　耕一　元市立伊達博物館  館長
1945 年生まれ　宇和島市在住
元宇和島市立城北中学校  校長　　愛媛県視聴覚教育協会  顧問

つ
な
ぐ 

創
刊
に
よ
せ
て

な
風
景
に
魅
せ
ら
れ
た
と
言
っ
て
い

た
。
国
内
は
元
よ
り
海
外
で
も
演
奏

し
、
多
く
を
見
聞
し
て
き
た
彼
ら
も
、

鋭
敏
に
こ
の
土
地
の
か
た
ち
を
見
て

取
っ
て
い
た
の
だ
。
後
に
司
馬
さ
ん

も
彼
ら
も
幾
度
と
な
く
宇
和
島
を
訪

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
ス
タ
ー
ト
す
る
「

つ
な
ぐ
」
に
望
み
た
い
こ
と
を
少
し
。

全
国
で
似
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
町

興
し
が
氾
濫
す
る
の
も
、
時
代
の
流

行
り
と
し
て
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
は

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は

困
る
。
風
潮
に
簡
単
に
お
も
ね
な
い
、

こ
の
土
地
で
脈
々
と
育
ま
れ
、
表
立

た
ず
と
も
密
や
か
に
光
を
放
つ
も
の
。

こ
の
狭
い
地
域
か
ら
発
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
役
割
と
し
て
、
時
々
は

そ
ん
な
視
点
か
ら
も
拾
い
上
げ
て
ほ

し
い
の
だ
。
ス
マ
ホ
で
は
キ
ャ
ッ
チ

で
き
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
ち
り
ば
め
る
こ
と
で
、
時
間
を

掛
け
て
作
り
出
し
た
こ
の
地
特
有
の

も
の
を
、
未
来
に
つ
な
げ
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

僕
も
各
地
で
展
覧
会
を
す
る
が
、

上
っ
面
で
な
い
も
の
に
目
を
配
り
、

酒
を
呑
み
、
歩
き
、
交
わ
る
。
そ
し

て
、
な
ら
で
は
の
匂
い
を
嗅
ぎ
取
っ

た
時
こ
そ
「
つ
な
ぐ
」
実
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

か
つ
て
、
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
と
愛

宕
山
の
展
望
台
に
立
ち
、
宇
和
島
を

眺
望
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時―

「
宇
和
島
は
人
が
暮
ら
す
の
に
理
想

的
な
大
き
さ
と
か
た
ち
を
し
て
い
ま

す
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
様
々
な
土
地

に
足
を
運
び
、
歴
史
的
背
景
を
調
べ
、

考
え
、
洞
察
し
て
き
た
人
の
言
葉
は

確
信
に
満
ち
て
い
て
、
読
者
で
も
な

い
僕
だ
が
、
し
っ
か
り
響
い
て
き
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
宇
和
島
～
別
府
航
路
が
あ

っ
た
頃
、
レ
ゲ
エ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
友
人
達
が
九
州
で
の
ラ
イ
ブ
を
終

え
、
遊
び
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
時

の
こ
と
。
九
島
を
横
に
躱
し
フ
ェ
リ

ー
で
乗
り
入
れ
た
面
々
は
、
目
の
前

に
開
け
た
湾
に
沿
っ
た
街
と
、
背
後

に
迫
る
鬼
ヶ
城
連
山
を
見
て
、
そ
の

渾
然
一
体
と
な
っ
て
醸
し
出
す
独
特

吉田　淳治　画　家
1951 年生まれ  宇和島市在住  1980 年より全国にて個展多数。画集 3種、オブジェ・エッセイ集を刊行。
現在、WATERCOLORⅡシリーズによる個展を各地で展開中。同シリーズのポストカードがある。
https:// junj i -yoshida.webhop. info/

個展会場でのギャラリートーク ( 右奥中央 )
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つ
な
ぐ 

創
刊
に
よ
せ
て

　
　
　

し
て
わ
か
り
や
す
い
。
宇
和

　
　
　

島
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
り
、

　
　
　

愛
媛
物
産
展
に
出
か
け
た
り
、

　
　
　

宇
和
島
料
理
の
お
店
で
食
事

　
　
　

を
す
る
人
だ
っ
て
関
係
人
口

　
　
　

に
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
。
職
場

　
　
　

で
宇
和
島
の
こ
と
を
宣
伝
す

　
　
　

る
と
そ
れ
だ
け
で
立
派
な
観

光
大
使
だ
。

　

宇
和
島
を
離
れ
て
暮
ら
す
人
は
全

国
に
ど
れ
ほ
ど
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

私
に
は
兄
、
妹
２
人
、
そ
し
て
弟
が

い
て
、
こ
の
５
人
全
員
が
東
京
で
生

活
を
し
て
い
る
。
だ
け
ど
、
み
な
宇

和
島
が
大
好
き
だ
。
愛
情
一
杯
に
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
対
す
る
気
持
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
を
育
ん
で

く
れ
た
宇
和
島
に
も
感
謝
の
思
い
で

一
杯
だ
。
歴
史
、
文
化
そ
し
て
豊
か

な
自
然
あ
ふ
れ
る
宇
和
島
に
は
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
。

　

そ
ん
な
ふ
る
さ
と
宇
和
島
に
私
は

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
風
に
関
わ
っ
て
き

た
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
ふ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
け
る
だ

ろ
う
か
。
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
人

を
も
宇
和
島
に
つ
な
い
で
く
れ
る
、

そ
ん
な
温
か
い
情
報
誌
に
な
っ
て
く

れ
る
と
い
い
な
と
思
う
。

　

『
つ
な
ぐ
』
創
刊
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
７
月
、
東
京
・
有
楽

町
。
映
画
「
海
す
ず
め
」
の
上
映
初

日
、
の
ん
び
り
出
か
け
た
私
を
待
っ

て
い
た
の
は
な
ん
と
開
場
を
待
つ
長

蛇
の
列
。
予
想
外
の
熱
気
の
中
、
な

ん
と
か
席
を
確
保
、
立
ち
見
客
も
出

る
満
員
御
礼
の
中
で
映
画
は
始
ま
っ

た
。
上
空
か
ら
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
さ
れ

る
宇
和
島
城
、
青
い
海
、
街
並
み
。

懐
か
し
い
風
景
が
ス
ク
リ
ー
ン
一
杯

に
広
が
る
。
映
画
が
終
わ
る
と
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
拍
手
が
湧
き
、
涙
を

ぬ
ぐ
う
人
も
い
る
。
ふ
と
後
ろ
を
振

り
返
る
と
「
関
東
愛
媛
県
人
会
」
の

横
断
幕
を
持
つ
人
々
。
宇
和
島
を
愛

す
る
人
が
東
京
の
ど
真
ん
中
で
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
た
。

　

最
近
、「
関
係
人
口
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
た
。
住
ん
で
い
な
く
て
も
地

域
に
様
々
な
か
た
ち
で
関
わ
る
人
々

の
こ
と
を
そ
う
呼
ぶ
の
だ
そ
う
だ
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
宇
和
島
城
一
口
城

主
へ
の
参
加
は
経
済
的
な
応
援
団
と

渡辺　文子（旧姓：菊池）　( 株 ) 編集工学研究所　総務部長
1960 年生まれ　宇和島市出身

未
来
の
子
供
た
ち
に
形
あ
る
も
の
を

残
し
た
い
。
歴
史
を
絵
本
に
し
よ
う
」

「
花
れ
ん
さ
ん
、
宇
和
島
の
歌
を
作
っ

て
や
」「
大
森
監
督
、
宇
和
島
の
た
め

に
映
画
作
ろ
う
！
」…

。
村
尾
理
事

長
の
一
言
が
発
端
で
、
地
域
へ
の
想

い
が
形
に
な
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
や
ろ
う
！
と
意
を
決
し

旗
を
振
る
人
、
そ
の
旗
を
理
解
し
実

行
す
る
人
、
そ
れ
に
共
感
し
応
援
す

る
人
が
い
た
か
ら
実
現
し
た
こ
と
で

す
。
「
元
気
な
地
域
、
元
気
な
金
庫
、

元
気
な
私
（
皆
一
人
ひ
と
り
）」
の
ど

れ
が
欠
け
て
も
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
時
は
、
文
化

や
芸
術
と
い
っ
た
数
字
で
測
り
き
れ

な
い
価
値
が
軽
ん
じ
て
語
ら
れ
て
し

ま
う
場
面
も
多
い
も
の
で
す
。
そ
れ

で
も
地
縁
人
縁
を
大
事
に
し
、
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
と
価
値

を
見
出
し
、
継
承
い
た
だ
い
こ
と
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
村
尾
理

事
長
、
そ
し
て
宇
和
島
信
用
金
庫
さ

ん
の
想
い
を
、
ぜ
ひ
地
域
の
読
者
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
新
し

く
出
発
し
た
『
つ
な
ぐ
』
が
、
地
域

に
笑
顔
を
運
び
、
次
世
代
に
も
ず
っ

と
続
い
て
い
き
ま
す
よ
う
、
応
援
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

待
望
の
『
つ
な
ぐ
』
の
創
刊
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

『
つ
な
ぐ
』
・
・
・
ワ
ク
ワ
ク
す
る
、

と
て
も
良
い
響
き
。
『
つ
な
ぐ
』
か
ら

始
ま
り
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
会
話

と
笑
顔
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
元
気
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
風
景

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
創
刊
に
あ
た

り
、
川
尻
編
集
長
を
は
じ
め
宇
和
島

信
用
金
庫
役
職
員
の
皆
様
に
、
心
よ

り
お
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
尾
理
事
長
か
ら
「
川
尻
く
ん
を

雇
用
し
、
『
き
ず
な
』
を
引
き
継
ご
う

と
思
う
」
と
相
談
を
受
け
た
の
は
、

一
年
以
上
前
の
こ
と
。「
地
域
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
『
き
ず
な
』

が
廃
刊
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
地

域
に
根
ざ
し
た
宇
和
島
信
用
金
庫
だ

か
ら
こ
そ
、
我
々
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
本
業
と
は
直

接
異
な
る
事
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
や
、

人
を
新
た
に
雇
う
こ
と
は
、
そ
う
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
尾
理
事
長

の
意
志
と
ご
決
断
に
感
銘
を
受
け
、

「
素
晴
ら
し
い
。
こ
う
し
た
知
的
文

化
度
の
高
い
情
報
誌
は
、
宇
和
島
に

は
必
要
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
」
と
、
私
も
熱
を
持
っ
て
お

伝
え
し
た
こ
と
を
、
今
で
も
思
い
出

し
ま
す
。

　

「
宇
和
島
伊
達
四
〇
〇
年
記
念
に
、

荻原　実紀　株式会社コトヴィア  代表取締役／感性デザイン経営コンサルタント
1978 年生まれ　宇和島市出身
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血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
日
本
に
お
け
る
高
血
圧
症
の
患
者
さ

ん
は
約
４
３
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
、
高
血

圧
に
起
因
す
る
死
亡
者
数
は
年
間
約
１
０
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
だ
と
何
が
問
題
な
の
か
。
一
言
で

言
え
ば
、
血
圧
が
高
い
と
血
管
や
心
臓
が
壊

れ
ま
す
。
血
管
は
全
て
の
臓
器
に
存
在
し
て

お
り
、
栄
養
や
酸
素
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

血
管
が
細
く
な
っ
た
り
破
れ
た
り
す
る
と
臓

器
障
害
が
生
じ
ま
す
。
主
な
臓
器
障
害
は
心

臓
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）、
脳
（
脳
梗

塞
、
脳
出
血
な
ど
）、
腎
臓
（
腎
不
全
な
ど
）、

大
血
管
（
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
大
動
脈
瘤

な
ど
）
に
多
く
現
れ
ま
す
。

　
至
適
血
圧
（
収
縮
期
血
圧 

１
２
０     

未
満

か
つ
拡
張
期
血
圧 

８
０　
未
満
）
を
超
え
て

血
圧
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
病
気
が

多
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん

ど
症
状
が
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
知
ら

ず
知
ら
ず
に
病
状
が
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
自
宅
で
の
血
圧
は
低
い
の
に
、
診
察
室
に

医療

来
る
と
血
圧
が
高
く
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
白
衣
高
血
圧
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

診
察
室
血
圧
と
家
庭
血
圧
の
間
に
差
が
あ
る

場
合
、
家
庭
血
圧
に
よ
る
診
断
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

　
血
圧
が
１
４
０
／
９
０　
以
上
の
方
は
高

血
圧
患
者
で
あ
り
、
治
療
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
治
療
方
針
は
血
圧
値
だ
け
で
な
く
、

危
険
因
子
や
高
血
圧
性
臓
器
障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
危
険
因
子
は
高
齢
（
６
５
歳
以
上
）、
喫
煙
、

脂
質
異
常
、
肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、
糖
尿
病
な
ど
で
す
。
臓
器
障
害
は

脳
血
管
障
害
、
心
肥
大
や
狭
心
症
、
腎
機
能

障
害
、
動
脈
硬
化
な
ど
で
す
。

　
高
血
圧
の
治
療
を
行
う
時
に
は
単
に
血
圧

だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
背
景
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
初
め
て
高

血
圧
と
診
断
さ
れ
病
院
に
行
く
と
、
色
々
な

検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

高
血
圧
の
１
割
程
度
は
ホ
ル
モ
ン
異
常
や
腎

疾
患
な
ど
、
何
ら
か
の
原
因
に
基
づ
く
二
次

性
高
血
圧
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
各
種
ホ
ル

health care

　
ま
た
、
日
本
人
の
血
圧
を
４　
下
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
脳
卒
中
死
亡
数
が
年
間
約 

１
万

人
、
冠
動
脈
疾
患
死
亡
数
が
年
間
約
５
千
人

減
少
す
る
と
も
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
血
圧
は
日
々
変
動
し
ま
す
。
測
ら
な
い
血

圧
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
血
圧
が
高
い

と
言
わ
れ
た
ら
放
置
せ
ず
、
血
圧
を
毎
日
測

る
習
慣
を
付
け
、
値
を
記
録
し
、
高
い
よ
う

で
あ
れ
ば
お
近
く
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
下

さ
い
。

モ
ン
検
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
結
果
を
総
合
的
に
評
価
し
、
患
者

さ
ん
の
状
態
を
リ
ス
ク
に
応
じ
て
分
け
、
治

療
方
針
を
決
め
ま
す
。
低
リ
ス
ク
な
ら
減
塩

（
１
日
６
ｇ
以
下
）、
減
量
、
運
動
、
禁
煙
な

ど
の
生
活
習
慣
改
善
を
３
ヶ
月
間
指
導
し
、

血
圧
が
下
が
ら
な
け
れ
ば
降
圧
薬
に
よ
る
治

療
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
中
リ
ス
ク
な
ら
１
ヶ

月
の
生
活
習
慣
改
善
で
下
が
ら
な
け
れ
ば
薬

物
治
療
開
始
、
高
リ
ス
ク
な
ら
直
ち
に
治
療

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
高
血
圧
症
に
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま

う
と
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、
動
脈
硬
化
な
ど

の
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
「
静
か
な
る
殺
し
屋
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
適
切
な
生
活
習
慣
の
改
善
と
薬
物
治
療
に

よ
り
、
多
く
の
方
の
血
圧
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
縮
期
血
圧
を
１

０　
下
げ
る
だ
け
で
、
脳
卒
中
は
３
０
数
％
、

冠
動
脈
疾
患
は
２
０
数
％
も
減
少
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

沖内科クリニック
副院長  沖　良隆
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現
在
日
本
に
お
け
る
高
血
圧
症
の
患
者
さ

ん
は
約
４
３
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
、
高
血

圧
に
起
因
す
る
死
亡
者
数
は
年
間
約
１
０
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
だ
と
何
が
問
題
な
の
か
。
一
言
で

mmHg

mmHg

mmHg

mmHg

mmHg
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①犬種
②名前
③年齢
④性別

会話や表情を読み取れる
とっても家族思いのワン
ちゃんです♥

①フレンチブルドッグ
②プル ③10 才 ④♂ 

     ① 柴犬  ② トト 
 　③ ６才  ④♂
     とにかく食べます ( 笑 )

我が家では、２匹目の
ミニチュア・ダックス
となります。
犬種の性格から、活発
で感情表現も豊かです
が、羽目を外すことも
　　　　  しばしば…。
目下のライバルは、孫
の 皓斗君です。

① ミニチュア・ダックス
② カイ ③４才 ④♂

人なつこい親犬モモと正反
対の子犬アンズ。でも共通
点もあります。それは、散
歩が嫌いなこと ( 笑 )
そんな２匹に日々癒されて
います。
① ミニチュア・ダックス
② モモ（左）③14 才 ④♀
② アンズ（右）③11 才 ④♀

家族大好きの
　　　         「だっちゃん」。
でも、ママの溺愛ぶりに
は少々ウンザリしてます
（苦笑）

① ミニチュア・ダックス
② だっちゃん ③１４才
④♂

温厚で人なつっ
こくて、とって
もいい子です。

① ラブラドール
　・レトリバー
② シュート
③１才 ④♂
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